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日本疫学会日本疫学会

会員数 1520名（2010年4月現在）会員数 5 0名（ 0 0年 月現在）

1991年発足1991年発足

会員 疫学研究者 臨床家会員：疫学研究者、臨床家、
保健現場での実践活動に携わる方

URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jea/index.htmlp // jp/j /
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Journal of Epidemiology (JE)Journal of Epidemiology (JE)

日本疫学会誌 Peer review Journal日本疫学会誌 Peer-review Journal
学会発足と同時に出版開始 現在Vol.20
年6回 + Supplement発行 (冊子+オンライン)
Online Journal:J-STAGEで無料公開

Impact Factor: 2009年 1 643Impact Factor: 2009年 1.643
採択率: 2009年 25 ~ 30%
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JE編集室JE編集室

編集委員長の所属施設編集委員長の所属施設
現在は国立がん研究センター

編集委員長任期 3年
現在 年現在3年目

専任編集担当者（Editorial Coordinator）
現編集委員会から現編集委員会から

編集委員22名編集委員22名
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編集室業務編集室業務
（編集担当者1人：One Person Publisher?）（編集担当者1人：One Person Publisher?）

投稿論 受 査読管・ 投稿論文受付・査読管理
・ 論文acceptから出版までの管理p
・ 編集委員会・理事会資料作成
・ 情報収集情報収集
・ 編集委員会用ホームページ管理

予算・ 予算
・ 問合せ対応
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編集室業務

査読flow Accept論文flow査読flow Accept論文flow
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現編集室の目標現編集室の目標現編集室の目標現編集室の目標

1. 編集委員長が任期制のため、引継ぎをしても
後任者が出版可能な編集体制を作る後任者が出版可能な編集体制を作る。

2. 世界標準の国際ジャーナルに近づける。
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目標１目標１

引継ぎをしてもスム ズに出版をするには引継ぎをしてもスム ズに出版をするには引継ぎをしてもスムーズに出版をするには引継ぎをしてもスムーズに出版をするには

Online投稿・査読システムの導入は必須

メール添付の論文管理は不可能

デ タベ スなしの論文管理は不可能データベースなしの論文管理は不可能

著者、査読者とのやり取りメール管理は不可能

編集委員専用ホームページ開設編集委員専用ホ ムペ ジ開設

編集委員がマニュアルをいつでも参照可能に
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目標１目標１ 引継ぎしてもスムーズに出版引継ぎしてもスムーズに出版

OnlineOnline投稿・査読システム導入投稿・査読システム導入

目的• 目的
– 論文管理

著者 編集室 編集委員 査読者 校閲 印刷会社の– 著者、編集室、編集委員、査読者、校閲、印刷会社の

対応記録を残す。

• 導入システム採択基準
使いやすさ– 使いやすさ

– 機能（自動reminder送信、reference check、
レポート機能など）レポート機能など）

– 費用

– サポート（日本代理店の有無）サポ ト（日本代理店の有無）
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目標１目標１ 引継ぎしてもスムーズに出版引継ぎしてもスムーズに出版
OnlineOnline投稿・査読システム導入投稿・査読システム導入OnlineOnline投稿・査読システム導入投稿・査読システム導入

Manuscript CentralManuscript Central（（MCMC）を採用）を採用pp
• 投稿から掲載までの論文一元管理

–投稿からAcceptまでのPeer Review利用
•自動reminder送信（日本語にも対応）機能

–AcceptからProofまでのProduction利用

•校閲原稿 Reference Check Sheet 校正原稿も•校閲原稿、Reference Check Sheet、校正原稿も
MCにアップロード

•著者へのaccept後の原稿確認もMCから送信p

• レポート利用（編集委員会、理事会用資料）

• 日本に代理店がありサポートを受けられる• 日本に代理店がありサポートを受けられる。
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目標１ 引継ぎしてもスムーズに出版

編集委員会専用ホームページ
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目標２目標２

世界標準のジャーナルに近づけるには世界標準のジャーナルに近づけるには

• 英文校閲導入

• スタイルの決定

O li  J lでの早期公開• Online Journalでの早期公開

• 情報を収集情報を収集

• 編集委員の編集知識の標準化

編集委員会 回数を増やす編集委員会の回数を増やす

12



目標目標22 世界標準のジャーナルに近付ける世界標準のジャーナルに近付ける

タ 決定タ 決定JEJEのスタイル決定のスタイル決定

英文校閲者 印刷会社 編集室 話し合う• 英文校閲者・印刷会社・編集室で話し合う。
–Uniform Requirement、AMA、CSEの
スタイルマニュアル参照

• eXtylesの導入（印刷会社）
R f  Ch k (P bM dリンクチ ク）–Reference Check (PubMedリンクチェック）

–スタイルの半自動編集

–XML作成：NLM-DTD
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Reference Check Sheet

著者記載の

著者名記載が
PubMedと違うことを著者記載の

reference
PubMedと違うことを
指摘

PubMed記載の
reference
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目標目標22 世界標準のジャーナルに近付ける世界標準のジャーナルに近付ける

期 開期 開Online JournalOnline Journal早期公開早期公開

• Acceptから早期公開：4 5ヶ月～5 5ヶ月• Acceptから早期公開：4.5ヶ月 5.5ヶ月

• 早期公開から本公開：1.5ヶ月～2ヶ月
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目標目標22 世界標準のジャーナルに近付ける世界標準のジャーナルに近付ける

情報収集情報収集 （ネット）（ネット）

• ICMJE: Uniform Requirement• ICMJE: Uniform Requirement
• COPE: 二重投稿、その他倫理

• CSE: 主に米英ジャ ナルの動向• CSE: 主に米英ジャーナルの動向

• Web of Science: IF、引用状況、分析

他誌Instruction• 他誌Instruction

情報収集情報収集 （セミナー）（セミナー）

•SPARC •CSE•SPARC
•JST
•図書館総合展

•CSE
•JAMJE

図書館総合展
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目標目標22 世界標準のジャーナルに近付ける世界標準のジャーナルに近付ける

編集委員会編集委員会編集委員会編集委員会

編集委員 編集知識 標準化 情報 共有• 編集委員の編集知識の標準化、情報の共有
–Uniform Requirement
–ガイドライン(CONSORT、STROBEなど）

–倫理（COI、FFP）と対策（COPEチャート、倫理（ 、 ）と対策（ チャ ト、
CrossCheckなど）

• Instructions to Authors改訂Instructions to Authors改訂
–編集委員に担当を割り当てる。

• 引用分析と対策• 引用分析と対策

• Supplement出版policy
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結果結果結果結果

•投稿数の増加投稿数の増加

–特に海外からの投稿増加

但し、投稿数増加により質は低下傾向

2010年4月投稿分より掲載料徴収開始により2010年4月投稿分より掲載料徴収開始により

急増加はとまる。

•掲載論文数の増加
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実践までの道のりは険しい実践までの道のりは険しい実践までの道のりは険しい実践までの道のりは険しい
何を 誰に 聞けばよい？？

英文校閲
オンライン投稿
査読システム

著作権

サーバー

機関レポジトリ

印刷会社 オンラインジャーナル
クレジットカード決済

（HP、ML)

• 学術雑誌出版関係知り合いに手当たり次第聞きまくる。
• ICMJEや米英の編集者学会のサイトから信頼できそうな関連業者を

見 け メ ルで問い合わせる見つけ、メールで問い合わせる。
• セミナー、編集者会議に出席し、情報をかき集める。

ネットワークが広がり、解決の糸口が見つかる。ネットワ クが広がり、解決の糸口が見つかる。
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数々の失敗数々の失敗

• 1年目の英文校閲会社

–営業文句にのせられた。

–料金に魅せられた。

結果：安かろう悪かろう

複数の校閲者が校閲するので 統一されない–複数の校閲者が校閲するので、統一されない。

–管理がいい加減

一人のNative専任校閲者に変更。

結果：スタイル、文言等の統一は可能になる。

但し 費用は倍以上になる但し、費用は倍以上になる。
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• 1年目の印刷会社
–営業文句にのせられた営業文

•英文ジャーナルの印刷実績がない

結果：「スタイル」の存在しないジャーナルを出版結果 タイル」の存在しな ジャ ナルを出版

英文ジャーナル出版に実績ある印刷会社に変更。

eXtylesを導入eXtylesを導入。

結果：印刷会社、校閲者とスタイルマニュアルを

確認しながらJEスタイルを決定する確認しながらJEスタイルを決定する。
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今後 課題今後 課題今後の課題今後の課題

• Acceptから出版までのフローの簡略化

• 収支構造の改善• 収支構造の改善

• 世界の標準に追いつくには？
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。

橋本 勝美

k h hi @ jkahashim@ncc.go.jp
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